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Abstract　
The purpose of this study is to investigate …等 Abstractは、本文の使用言語に関わらず英文で150語程度、1パラグラフでまとめる。Century 12ポイントで、インデントはなし。APAスタイルマニュアル第5版の日本語版をもとに、研究論文のAbstractの内容を種類別に説明する。実証研究では、研究課題を1行程度で述べ、ついで研究対象者の数・タイプ・年齢・性別等々、実験方法、実験装置、データ収集方法、試験法の名称、さらに結果を統計上の有意水準も含めて記述し、結論として考察・応用性をまとめる。理論論文では、主題を1行程度で述べ、ついで目的、仮説／構成、論文が包括的か限定的か、参照先、情報源、結論の順で記す。方法論論文は、取り扱う方法の位置づけ、特徴、応用範囲について記述し、最後に仮説に反した場合の検出力と妥当性・効率性を説明する。事例研究は、主題と取り扱う個人・組織との関連事項、事例が示す問題の本質もしくは解決法をまとめ、最後に追加研究・理論のための課題に言及する。教育論文では、取組の動機と解決すべき問題、問題の重要性、原因の考察、実践の概要、効果を評価する方法、結果・解釈、今後の課題の順でまとめる。英文はネイティブチェックを受けること。
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１．章のタイトル
　章や節のタイトルに番号をつける。（APAスタイルと異なるので注意）文字の大きさは12ポイント。日本語の場合は明朝体で34字30行、英語の場合はCenturyで68字30行。ページ番号は挿入しない。Abstract、本文、注、参考文献、図、表等の資料すべてを含めて、日本語および英語ともに20ページ±5ページの長さとする。
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２．章のタイトル
２．１　節のタイトル
本文の中では章のタイトルの前には行をあけるが、節のタイトルの前はあけない。
２．２　節のタイトル
　短い引用は日本語の場合「」、英語の場合“”を用いる。日本語は40字、英語は40語をめどとする。これを超える長い引用文はブロック引用する。日本語は2字程度、英語は5字程度、引用文全体を字下げする。ブロック引用では「」や“”は用いない。APAの様式に従い、著者名、出版年、ページを記述する。（直接引用文を用いず、執筆者が内容を伝える場合は、ページをつけなくてもよい）
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３．章のタイトル
表・図には一連の番号をつけ、本文の中に含める。図・表がページをまたがないよう工夫する。具体的には、APAマニュアルを参照。

表1

海外経験別の英語試験得点平均

試験種別　

　　海外経験




あり

なし

TOEFL

567.2

478.3

期末試験
 
88.3

 63.5


４．章のタイトル[ページ冒頭にある場合は、１行あける必要はない]
英文原稿は、必ずネイティブチェックを受けたものを提出すること。
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注
１　注は脚注とせず、本文の最後、引用文献の前に置く。
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引用文献

参考文献は、APAスタイルでは本文中に引用されている文献のみを引用文献として掲げる。本文中で言及された文献と引用文献リストとの間に齟齬がないようにチェックしてから提出。
英語論文では、APAマニュアルに随って、日本語の引用文献も英字で示し、全体をアルファベット順に並べる。日本語論文では英語文献と日本語文献を分けて、英語はアルファベット順、日本語は五十音順に並べる。
著者名．(出版年)．「論文名」．『書籍タイトル』．出版地：出版社の順で記述する。出版形式の違いで表記の仕方が様々なので、APAマニュアルを参照すること。代表的な例を幾つかあげる。
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